
（別紙３）

～ 2026年1月31日

（対象者数） 30名 （回答者数）
19名

～ 2026年1月10日

（対象者数） 7名 （回答者数）
7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

来年度はタイムスケジュールは変更せず、カリキュラムの質

向上に努めます。

2

集団療育のメリットを活かし、共に学びあう場を引き続き

作っていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

在籍している職員が分かりやすい掲示物の設置を早めに行っ

ていきます。

2

今年度は公園遊びの外出で保護者参加型のイベントを実施す

る、他施設と遊び場所を共有する、プライマリー間で合同イ

ベントを実施するといった形式で取り組んできました。

次年度も引き続きイベントを実施する予定です。

3

時間ごとに何を行うか明確なカリキュラム制をとっており、見

通しがもちやすい。

ルーム内の座席位置を工夫し、必要に応じて選択できるように

することで柔軟に過ごしやすい場所を選ぶことができるように

なっている。

タイムスケジュールや座席位置など、利用児童に情報が分かり

やすい掲示物の設置を行っています。

非常時や災害時に際して、定期的な対応訓練を行っている。指

導員だけでなく利用児童にも考えさせることのできる訓練に

なっている。

火事の避難訓練では通報対応を利用児童のいる場で行い、防犯

対応訓練では制服非着用の不審者役が参加することで、職員児

童問わず真剣に防災意識について考えることができていまし

た。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員の入れ替わりが多く、利用児童や保護者に不安を感じさせ

てしまうことがあった。

職員の入退職が多く、変化しやすい時期がありました。

地域や保護者間のつながりが薄いと感じられやすい。 保護者対象の研修会が未実施であること。

他施設との交流の機会が少ない。

2025年11月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年3月31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 プライマリーclubやちよ中央

○保護者評価実施期間
2025年11月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

プライマリーclubやちよ中央
公表日 2026年3月 31日

利用児童数 30 回収数 19

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 12 7 0 0

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 16 3 0 0

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思い

ますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

17 2 0 0

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
18 0 1 0 狭いため、心地よくは感じない。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援

が受けられていると思いますか。 
14 2 2 1

職員の変更が多い。支援管理責任者

の名前はわかっても、誰なのかわか

らない。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
18 1 0 0

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成されて

いると思いますか。

16 3 0 0

支援計画は一方的に作成され、内容

をみて不具合がないか確認、指摘す

るというかたち。

特に面談等も希望しないとしてくれ

ない。

十分は難しいと思います。

理解はしてると思います。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思います

か。

17 2 0 0

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 16 1 1 1

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
17 2 0 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機会

がありますか。
5 6 2 6

放課後デイサービス利用以外は

YouTube三昧なので助かります

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につい

て丁寧な説明がありましたか。
18 0 1 0

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされま

したか。
17 0 2 0

利用しようとした初回のみで、それ

以降は説明はない。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

11 3 3 2

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況に

ついて共通理解ができていると思いますか。
17 1 1 0

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 14 1 3 1
いつも相談に乗っていただきありが

とうございます

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 15 1 2 1
職員の変更が多いように感じるた

め。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流

の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだ

い向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けら

れるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

5 3 5 6
保護者会や保護者交流はした事がな

いです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されている

とともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周

知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されています

か。

15 0 1 3

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると

思いますか。
16 1 2 0

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制

等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信さ

れていますか。

15 3 0 1

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 17 2 0 0

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていま

すか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

15 1 1 2

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓

練が行われていますか。
17 2 0 0

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
16 1 1 1

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事

故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
14 0 2 3 何かあれば連絡いただけます

27 こどもは安心感をもって通所していますか。 16 2 0 1
暴力的な児童や多動な子が多く、不

安に思うこともある。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 14 5 0 0

29 事業所の支援に満足していますか。 16 3 0 0

他責感が強く感じることがあるの

と、暴力を振るう児童に対しての対

応をもう少ししてほしい。

活動で使用した道具や室内、車内の掃

除、消毒は毎日実施しております。エア

コンの掃除や活動中に換気や加湿などの

感染症対策も実施しています。

職員の変更についてご不安な思いをさせ

てしまい、深くお詫び申し上げます。異

動や退職によりお客様と信頼関係を築き

なおすお手間をおかけしていることを重

く受け止めております。お客様と直接顔

を合わせる機会を作りつつスタッフの名

前も一緒にわかりやすいようご挨拶させ

ていただきたいと思います。

日々の様子やアセスメントを基に、児童

一人ひとりの課題に合う支援方法を提供

うできるよう共有しています。

ホームページに公表致しました。

貴重なご意見有難うございます。アセス

メント様式を見直しし、よりニーズや課

題を客観的に分析し個別支援計画を作成

できるよう努めます。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

令和6年度よりガイドラインに沿った必要

な項目を設定し個別支援計画の策定を実

施しています。

毎日記録する画面で計画書を確認しなが

ら支援できるようにしていますが、実際

の支援では計画書内容の視点、支援がぬ

けてしまっていると感じる場面もあるた

め、計画内容を実際に支援に落とせるよ

う共有方法を再度要検討致します。

年間プログラムをカリキュラムとして実

施しています。繰り返し行うことでの支

援もあるため、固定化されている物もあ

りますが、児童に合わせて工夫をするよ

う努めてまいります。

放課後児童クラブや児童館との交流公園

に外出した際や、おでかけのイベントの

際には地域の他の子どもとの交流はあり

ます。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

基準に定められたスペース以上の広さを

確保しておりますが、必要に応じて他施

設を借りる等引き続き工夫して対応致し

ます。

基準に定められた人員を確保し、配置し

ておりますが、児童の特性や人数に応じ

て配置を配慮できるよう努めます。

身体的な不自由を抱えた方は利用対象と

しておらず、構造上段差もありバリアフ

リー化はされていません。児童が見通し

をたてられるよう活動内容を掲示した

り、場面に応じて視覚的支援等児童が理

解しやすいよう工夫を行っています。児

童の特性に応じた環境上の配慮は今後も

継続していきたいと思います。

日頃よりご利用頂き誠にありがとうござ

います。職員の変更についてご不安な思

いをさせてしまい、深くお詫び申し上げ

ます。異動やた意欲によりお客様と信頼

関係を築きなおすお手間をおかけしてい

ることを重く受け止めております。引継

ぎ等を徹底し、サービスの質の維持、向

上に努めてまいります。

父母会や保護者会などは開催出来ており

ません。きょうだいや保護者様参加型の

イベント等は開催に際にお声掛けさせて

いただいてますので、ぜひ交流の機会と

してご参加ください。また、きょうだい

のご相談も合わせて行うことが出来ます

ので、面談もご相談ください。

児童の特性に合わせて、必要に応じて視

覚、聴覚情報を組み合わせて支援するよ

うにしています。保護者様へのお知らせ

は、お手紙やお電話、HUGマイページで

のお知らせを使い分けながら複数回お知

らせできるよう努めていますが、漏れの

ないよう配慮致します。

下記内容が閲覧できます。

ホームページ：自己評価、支援プログラ

ム、重要事項説明書、営業所情報

Instagram、ブログ：活動の様子、お知

らせ

HUGマイページ：お子様の様子、お知ら

せ、安全計画等

ご要望等があった際には事業所として対

応できるよう体制を整えております。ご

相談があった際には早期の対応を心がけ

てお不安や疑問が解消されるよう努めて

まいります。

個人情報は適切に取り扱い、職員とも同

意書を交わし、取り扱っております。ボ

ランティアや実習生等外部の人を迎える

場合は必ず個人情報の注意事項に同意い

ただいております。

厚生労働省、こども家庭庁の通知に従

い、各種マニュアルを整備しています。

保護者様には契約時又は、訓練時に都度

ご説明しております。

非常災害用リュックを営業所で準備し、

避難訓練は地震と火事を想定して年2回実

施しています。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

ご指摘をいただいたこと、真摯に受け止

めております。不快な思いをさせてしま

い、配慮が欠けており誠に申し訳ござい

ません。今後は問題が発生した際にまず

「私たちに何ができるか」考え、保護者

様とご相談させていただければと思いま

す。日頃より事業所の運営にご理解とご

協力を頂き、ありがとうございます。児

童の自律の為これからもより良い支援を

提供できるよう精進いたします。

怪我や体調不良を含む児童の変化につい

ては、送迎時口頭、電話、メール等でお

知らせしています。連絡が付かない場合

は何度かご連絡する場合もございますの

で、ご了承下さい。

お子様が安心して過ごせる場所として、

これからも環境整備及び児童の特性や年

齢に配慮できるよう努めてまいります。

年齢や特性以外にも思春期にさしかか

り、来るのが億劫と感じることもあるよ

うです。気持ちに波があるときもありま

すが、笑顔で過ごせるよう努めてまりま

す。

安全計画と防犯安全対策指針マニュアル

を整備しております。安全計画について

はHUGマイページにて4月に公開し、防

犯訓練を年1回実施しています。

保

護

者

へ

の

説

明

等

契約時にご説明した重要事項説明書が運

営規定の内容となっております。また、

支援プログラムにつきましては2025年2

月にホームページに記載いたしました。

モニタリング結果と共に、計画書の目標

等ご説明をしておりますが、ご不明点や

疑問点があればいつでもお問合せを頂け

たらと思います。

ご家族向けのプログラムは実施しており

ませんが、イベント等のご参加は今後も

お声掛け致しますので、ぜひご参加くだ

さい。また、研修会や情報提供等のお知

らせも今後はHUGマイページから行える

よう努めてまいります。

個別支援計画を基に、特性や課題につい

て共通理解を図っています。日々の様子

については、送迎にや電話にてお伝えし

たり、HUGマイページにて記録しお伝え

させて頂いておりますので、気になるこ

とがございましたらいつでもご連絡下さ

い。

送迎時やお電話での相談、面談の実施等

にて相談も受け付けております。相談時

には保護者様や児童の不安や疑問を解決

できるよう努めてまいります。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

プライマリーclubやちよ中央
公表日 　　　　　2026年　３月　31日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 7 0

児童一人一人が運動できるスペースを確保し

ている。支援用のスペースからものを減らし

ている。

保管用の場所が足りなくなってきている。静

養室にあるものをもっと減らしたい。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である

か。
7 0

人員基準にそって適切に配置している。 児童

と静養室に入るときは他の指導員に声をかけ

ている。

人数のほかに心理士など、知能テストを行え

る人員がほしい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化

や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

7 0

物の住所の固定化を行っている。ここを見れ

ばあるなしがわかる状態を心がけている。出

入り口には段差がないようにしている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7 0

毎日の掃除と整理整頓できれいにできてい

る。児童が帰宅後に毎日、ルームの清掃をし

ている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認めら

れる環境になっているか。 
7 0

静養室があり、個別の部屋を使用できる。 壁が柔らかいため傷がつきやすい。児童が使

用する可能性がある場所から保管してあるも

のを減らしていく必要がある。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）

に、広く職員が参画しているか。
7 0

担当者会議の際に営業所にいるスタッフ全員

で行なっている。

目標設定に関わる人数的には現在はまだ少な

いかもしれない。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け

ており、その内容を業務改善につなげているか。
7 0

毎年12月に保護者アンケートを配布し、意見

を集め、改善に取り組んでいる。

徐々に電子化をすすめているがまだ手間がお

おいかもしれない。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に

つなげているか。
7 0

朝礼、終礼、会議等で実施。毎年12月に職員

アンケートを配布し、意見を集め、改善に取

り組んでいる。

意見を伝えるための手段にお互いに労力が多

い

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
4 3

今年度未実施。第三者による評価は行ってな

い

第三者の評価については実施しておりません

が、必要な際には第三者の外部評価も検討い

たします。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で

研修を開催する機会が確保されているか。
7 0

毎月行っている。ジョブメドレーなどを活用

して、毎月研修を行なっている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。 6 1
体育、徳育、知育などを組み合わせて作成

し、ホームページに公表している。

改良しにくい部分（動画など）は今後改良し

ていきたい。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者

のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計

画を作成しているか。

7 0

担当者会議で話し合いを行い、作成してい

る。

アセスメントの内容をより児童の能力が理解

できるよう調整していきたい。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責

任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こ

どもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

7 0

担当者会議は指導員からの意見も必ず聞いて

いる。担当者会議で情報共有をして、検討を

行なっている。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援

が行われているか 。
7 0

朝礼時などに職員間で情報共有を行い、計画

に沿った支援を行えるようにしている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマ

ルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認しているか。

7 0

アセスメント形式を今年度統一した。双方を

用いて確認している。HUGを使用して日々の

行動を記録している。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ

ンの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい

及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

7 0

保護者と面談を行い、具体的な支援内容を設

定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 7 0
営業所内で話し合って、プログラムの立案を

行なっている。

繰り返すことも必要な時もあるが、マンネリ

化の解消が難しくなってきている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 7 0

利用児童によって都度内容を工夫している。

参考にしたプログラムから徐々にオリジナル

が増えてきている。週ごとにプログラムを変

えて、固定化しないようにしている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放

課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
7 0

児童の成長にあわして、個別に指導員がつく

などをしている。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の

内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行ってい

るか。

7 0

朝礼を必ず実施している。当日くる児童にあ

わせた難易度や説明の言葉など打ち合わせて

いる。朝礼時に打ち合わせを行い、注意点や

役割分担を確認している。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援

の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7 0

終礼及び指導員が集まって情報交換を行う機

会を確保している。フィードバックがすぐで

きるようその日の夜には行っている。終礼時

に児童対応や気付いた点を共有して、HUGに

入力している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善に

つなげているか。
7 0

職員間の共有メモも利用している。今後も表

記ゆれが起きないよう、必要な事項について

の共通理解を続けていく。毎日、一人一人の

記録をHUGに残して、終礼時などに共有をし

て改善につなげている。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直し

の必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
7 0

担当者会議の際に個別支援計画の見直しの必

要性を話し合い、判断を行なっている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組

み合わせて支援を行っているか。
7 0

体育、徳育、知育などを組み合わせて支援を

行なっている。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決

定をする力を育てるための支援を行っているか。
7 0

体育やイベントなどで参加するか、見学する

かを自己選択できるように工夫している。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議

に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7 0

子どもと関わりがある者が会議に参加してい

る。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、

教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
7 0

必要に応じて学校や他の障害福祉と情報交換

を実施している。学校と連携を行い、支援を

行なっている。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時

刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）

を適切に行っているか。

7 0

臨機応変に実施している。普段の送迎時に情

報共有を行っている。行事予定等についても

対応方法などについて情報共有を行ってい

る。送迎時に担任の先生との情報共有や学校

だよりをコピーさせてもらって、学校行事や

下校時刻を確認している。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支

援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
6 1

関係機関の情報を集約するようにしている。

プライマリーclubやちよのみ情報共有をして

いるが、保護者を通じて就学前の様子を確認

している。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所

等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等して

いるか。

4 3

小学生までの利用のため未実施。低学年向け

のため障害福祉サービスに移行する児童がい

ない。現在、該当する児童はいない。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
5 2

児童の情報共有を行い、助言などを受けてい

る。

スーパーバイズや助言等の受ける機会を知ら

ないので自分で調べていきたい。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す

る機会があるか。
3 4

児童館が無いが、公園等で地域の子どもと関

わることがある。感染症対策の為、外部との

交流は控えている。

コロナ流行以降外部との活動がまだ完全には

再開できていない。他営業所との交流はある

が放課後児童クラブ等との交流はない。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 2 5

自立支援協議会には参加できていませんが、

議事録をホームページ等で確認しています。

他放課後連等には加盟しております。

自立支援協議会を初めて知ったので参加はで

きていない。現在、参加していない。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や

課題について共通理解を持っているか。
7 0

面談や送迎時に話しをし、課題などへの共通

理解を進めている。送迎時などに情報共有を

行い、面談などで児童の発達状況や課題につ

いて話し合いを行なっている。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログ

ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。 

5 2

今年は実施できた。コロナ流行以降再開でき

ていない。土曜日のイベントなどへの参加を

つのってはいる。現在、行なっていない。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を

行っているか。
7 0

契約時に書面を保護者に見てもらいながら、

丁寧に説明を行なっている。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意

思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど

もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

7 0

ヒアリングを行い、反映している。送迎時や

面談などに保護者や児童に意向の確認を行

なっている。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行

い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
7 0

署名を頂く前に説明を行っている。送迎時な

どに説明を行い、保護者から同意を得てい

る。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必

要な助言と支援を行っているか。
7 0

面談や送迎時の会話などで助言や支援をおこ

なっている。面談などを行い、悩みの相談や

助言をしている。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等によ

り、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。ま

た、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしている

か。

4 3

コロナ流行以降再開できていない。保護者会

は開催してないが、イベントにて家族参加を

許可しており交流する場を設けている。現

在、保護者会などは開催していないが、外出

イベントで保護者も参加できるようにしてい

る。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に

対応しているか。

7 0

苦情を受けた際はスタッフ内で話し合い、適

切に対応をしている。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対

して発信しているか。

7 0

保護者マイページのお知らせ機能、

Instagramを活用している。ホームページや

HUGマイページ、インスタを活用して、発信

を行なっている。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7 0
個人情報について、研修を行い、SNSの写真

などにも注意している。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮

をしているか。
7 0

筆談や選択肢などでおこなっている。イラス

トなどを使用して、視覚的に分かりやすくし

ている。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
5 2

高学年向け事業所のイベントに参加すること

はあった。定期的にワークショップを行って

いる。感染症対策の為、外部との交流は控え

ている。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

7 0

定期的に訓練を行なっている。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備

え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7 0

定期的に訓練を行なっている。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し

ているか。
7 0

契約時や面談時に確認を行なっている。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応

がされているか。
6 1

指示書を貰っている児童はいないが、保護者

に対応の仕方を聞いている。契約時や食育イ

ベント前に確認を行いない、対応を行なって

いる。

指示書の提示は今年度無かったため

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措

置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7 0

定期的に研修や訓練を行なっている。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全

計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7 0

避難訓練などの際におたよりを配布して、避

難先などを説明している。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について

検討をしているか。
7 0

朝礼時などにヒヤリハットの確認を行い、情

報共有をしている。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を

しているか。
7 0

県の虐待防止研修に毎年交代で参加し、それ

を伝達研修を行い、徹底している。研修など

を行い、適切に対応できるようにしている。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に

決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放

課後等デイサービス計画に記載しているか。

7 0

こどもと保護者にわかりやすく説明し、万が

一実施した際には支援記録に明記している。

契約時にやむを得ず身体拘束を行う場合の説

明を丁寧に行なっている。
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